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【企業理念と事業内容】 

 一般社団法人ほっきょくは、３人の元教員が退職し、子どもたちのために立ち上げた会社です。 

企業理念は、子どもたちに安心できる「第三の居場所」を提供することと、将来の自立に向けた「生き抜く力」を育むこと

です。 

 事業内容は、大きく４つあります。まず１つ目は、子どもの居場所づくりです。学校でも家庭でもない、地域の中で子ども

たちが安心して過ごせる居場所となることを目指し、眼鏡屋リリーオプティーク２階に活動場所を設け、手芸やボードゲー

ムなど子どもたちがやってみたいことに一緒に取り組んでいます。２つ目は、学習支援です。基礎的な学習から発展的な

学習まで、悩みを抱える児童・生徒の学習をサポートしています。今、小学生から高校生まで多くの年代の人が利用して

います。３つ目は、学生団体による企画・運営のサポートです。中学生、高校生が自らイベントを企画・運営するための

サポートを行っています。これまで〔たはらマーブルタウン〕、〔リ・ライト〕、［Ｂｌｕｅ Ｗｉｎｇｓ］などの学生主体のイベントをサ

ポートしてきました。４つ目は、地域活動の支援です。地域の課題を解決する団体の事務局を担っています。 

 活動のひとコマ  

◎たはらマーブルタウン〈こどもだけのまちづくり（仮想都市）イベント〉       

     

  仮想通貨「マーブル」を使って、子どもだけのまちを作っていくイベントです。子どもの主体性を育むために大人が入ること                     

はできません。子どもの無限の可能性を引き出すことができています。2024 年 12 月に田原福祉センターで開催しました。                                           

このプロジェクトで、全国高校生マイプロジェクトアワードの全国 Summit に出場することが決まりました。                               

                         

 

ATTAKA 
田原市民活動支援センターだより「あったか」 

   A＝渥美のア、TA＝田原のタ、AKA＝赤羽根のアカをくっつけたロゴで、 

あったかい心で、つながるあったかいまちづくり、そんな活動はあったかい、とあったか尽くしのたよりです。 
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一般社団法人ほっきょく 

 今回は、子どもたちの居場所づくりに取り組む「一般社団法人ほっきょく」の代表理事 
髙田さんに、その活動の様子を紹介してもらいました。       

教えて！あなたの団体 



◎リ・ライト〈廃油を活用したインテリアキャンドルづくり〉          ◎Blue Wings〈海のゴミ拾い〉 

  

 

  

                                      

                       

 

 

 

 

 

 

  【皆さんにメッセージ】 

子どもたちを取り巻く課題は、 

 ・グローバル化／Society5.0（人工知能などの超スマート社会）          

・VUCA の時代（先行きが不透明で将来の予測が困難な状態） 

    ・地域社会のつながりや支え合いの希薄・孤立化 

など多様化しています。そんな中、我々ほっきょくは、子どもたちが信頼でき、 

自分のことを大切にしてくれる大人と出会い、豊かな人間関係を結び、多くの 

経験を積み、達成感や充実感、失敗を恐れない挑戦する力を養うことができる 

ように、子どもたちと一緒に考えて課題解決ができたら嬉しいです。地域に居 

場所があれば、その子をずっと支援をすることができます。かかわり続ける 

ことで、一番の応援者でありたい、そんな団体が【一般社団法人ほっきょく】  

です。興味を持たれた方は、ほっきょくの公式 LINE までご連絡ください。 

一般社団法人ほっきょく 代表理事 髙田昇幣                  

                                       

  

  

 

  

市⺠まちづくり講座 
2/16(日） 於田原福祉センター 

東大を辞め田原市に移住し、どろんこ村やあつみ編集舎で
活躍する鈴木さやかさんに、移住した理由や現在の活動等
について話していただく予定でしたが、都合により、あつ
み編集舎の⻘⼭由尚さんが講師となり、鈴木さんのプロフ
ィールや活動状況を含めてお話をしてくれました。参加者
は４０名。意見交換では、まちづくりや田原市に対する
思いが次々と飛び交い、熱気に満ちた講座となりました。 

ご意見・ご感想は 

田原市⺠活動⽀援センター まで 
開設場所 田原文化会館フリースペース 
開設日時 毎週火曜日・土曜日/正午〜午後 4 時 

 
白谷海浜公園の砂浜のゴミ拾いを月１回実

施しています。 ボランティアスピリットアワー

ドにも出場して、ブロック賞を受賞しました。 

 

廃油を再利用するために、インテリアキャンドルを製

作しています。廃油の処理の現状を知ってもらうため

にワークショップをしていく予定です。 

編集後記 

 私は、冬が苦手。クリスマスやお正月の外の賑わいにも惹かれる
ことなく、家でぬくぬくしていたいタイプ。でも今年の「しみんの
ひろば」と「市⺠まちづくり講座」は、そんな私でも、元気に行動
しようという気にさせてくれる刺激的な活気あふれるものでし
た。寒さ克服には、熱い人の集まりに参加するのも効果あり、です。 

 

一般社団法人ほっきょく公式ライン 

立ち上げメンバー 

第 18 回 しみんのひろば 
 2/９(日） 於田原文化会館 

今回は、開催開始時間を午後 2 時にし、アトリウムのステ
ージ発表は大型スクリーンを設け、午後 5 時過ぎからライ
トアップしてのパフォーマンス披露（圧巻でした‼）とい
う新しいスタイルで行いました。展示発表や無料体験、食・
物品販売のブースは初参加が 6 団体もあり、目新しさがあ
りました。会場は大勢の人で賑わい、午後 7 時の終了まで、
多くの人が新しい試みを楽しんでくれました。 

 田原市民活動支援センター主催 2 月のイベント  ひと口メモ 


